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令和２年度 教育活動に関する【学校評価】へのご意見について（お知らせ） 
 
 早春の候、皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 １月に実施しました標記へのご意見についてお知らせするとともに、今回の評価を通して保
護者及び学校運営協議会の皆様と本校の課題を共有できたことに心より感謝申し上げます。 
 つきましては、お寄せいただいた貴重なご意見に対して下記のように整理してお知らせしま
す。本校としましては、今後も教育活動の改善に努めるとともに生徒の長所を認め、ほめ、励
まし、伸ばす視点から指導・支援を行ってまいりますので、皆様方のご理解とご協力をいただ
きますよう重ねてお願い申し上げます。 
なお、下校時刻が学級通信に明記されたことや生徒のあいさつが地域でもよいことなど、今

後もさらに広めていきたいことがあったことも申し添えます。 
記 

１ 学習指導について 
特別支援教育の視点からユニバーサル・デザイン（ＵＤ）に基づき、生徒にとって「わか

る、できる」が実感できる授業づくりに努めています。具体的にはチョークの色使い等も各
教科等で共通実践しています。今後も「熊本の学び推進プラン」（県教委）に沿って生徒が「学
びの主体」となる授業改善に取り組んでいきます。 

  
２ 生徒指導について 

人権教育の視点から全ての学級における生徒に関する情報は、定期的な会議の中で共有し、
対応しています。一人一人の個に応じた適切な指導・支援のためには的確な生徒理解が不可
欠だからです。個別のご相談については、今後も学校総体として素早く対応していきます。 

  
３ 進路指導について 

これについては、小学校からの滑らかな接続を踏まえ、一人一人のニーズに応じた適切な
進路情報を提供するとともに、進路希望を実現するための確かな学力保障を講じることが中
学校の責務であると捉えています。本年度はコロナ禍の中、例年とは異なる形での対応や情
報提供を余儀なくされました。しかしながら、初めての中学校生活・入試を経験される生徒・
保護者にとってもより理解しやすい説明となるよう親身に対応していきます。 
 

４ 校則について 
現在クラス会議、生徒議会、職員会議、生徒総会と必要な手順を踏まえて見直しを図って

います。今後もこの流れを定例化し、校則を見直すことを通して、よりよい学校づくり、そ
してよりよい社会づくりに主体的に貢献できる生徒を育成していきます。 
 

５ 交通ルール・マナーについて 
これらについては、計画に沿った全体指導と、機会を捉えた個別指導及び日常の見守りや

声かけを継続していくことが肝要であると考えています。今後も保護者や地域の皆様のご協
力を得ながら取り組んでまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。 
 

６ 部活動について 
これについては「運動部活動指導の手引き」（県教委）を踏まえ、適正で魅力ある部活動の

運営に努めています。限られた時間内でより効率的・効果的なものとなるよう練習の質的向
上を目指しています。学校における働き方改革に資するためでもあります。 
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